
87 脳科学とＡＩでこころの不安に打ち克つ（川人） 脳科学とＡＩでこころの不安に打ち克つ（川人） 86

學士會会報 No.948（2021─Ⅲ）

脳
科
学
と
Ａ
Ｉ
で
こ
こ
ろ
の
不
安
に
打
ち
克
つ

川か
わ　

人と　

光み
つ　

男お

１
．
コ
ロ
ナ
禍
と
こ
こ
ろ
の
不
安

　
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
方
が
こ
こ
ろ
の
不
安
に
悩
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
米
国
で
は
、
う
つ
病
の
患
者
数
が
倍
増
し
ま
し
た
。
日

本
で
は
、
昨
年
夏
以
降
に
自
殺
率
が
増
加
し
、
昨
年
十
月
だ
け

の
自
殺
者
数
が
そ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
死
亡
者
数
を
上
回
り

ま
し
た
。
株
式
会
社
国
際
電
気
通
信
基
礎
技
術
研
究
所
、
通
称

Ａ
Ｔ
Ｒ
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
共
同
で
、
年
代
と
性
別
毎
の
自
殺
者
数

が
コ
ロ
ナ
に
よ
る
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
で
良
く
説
明
で

き
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
主
な
精
神
疾
患
（
統
合
失
調
症
、
気
分
障
害
、
ス
ト

レ
ス
障
害
な
ど
）
の
患
者
数
は
増
加
傾
向
で
三
百
五
十
万
人
に

達
し
、
様
々
な
疾
患
の
中
で
一
か
ら
二
位
を
占
め
ま
す
。
疾
患

が
社
会
に
与
え
る
負
担
は
、
死
亡
で
失
わ
れ
た
年
数
だ
け
で
は

測
れ
ず
、
生
活
の
質
が
低
下
し
た
障
害
生
存
年
数
も
考
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
両
者
を
考
え
に
入
れ
た
障
害
調
整
生
命
年

で
は
、
二
〇
三
〇
年
に
う
つ
病
が
様
々
な
疾
患
の
中
で
一
位
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
精
神
疾
患
と
発
達
障
害
が
引
き

起
こ
す
社
会
経
済
損
失
は
世
界
全
体
で
二
百
五
十
兆
円
に
な
り

ま
す
。
一
方
、
精
神
神
経
薬
の
世
界
市
場
は
四
兆
円
程
度
で
、

医
師
や
患
者
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
比
較
的
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
三
年
の
第
六
次
医

療
計
画
で
、
精
神
疾
患
は
従
来
の
四
大
疾
病
、
が
ん
、
心
臓
疾

患
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
に
加
え
て
、
五
大
疾
病
の
一
つ
と
な
り

ま
し
た
。
計
画
で
は
、
早
期
の
発
見
や
適
切
な
治
療
に
振
り
分

け
る
こ
と
な
ど
が
重
点
対
処
項
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
う
つ
病
診
断
の
現
状
と
課
題

　
う
つ
病
は
、
抑
う
つ
気
分
、
喜
び
の
減
弱
、
体
重
減
少
や
増

加
な
ど
九
つ
の
項
目
の
う
ち
五
つ
以
上
が
当
て
は
ま
る
か
な

ど
、
医
師
の
問
診
に
よ
っ
て
診
断
さ
れ
ま
す
。
が
ん
で
は
遺
伝

子
検
査
、
心
臓
疾
患
で
は
心
電
図
、
糖
尿
病
で
は
血
糖
値
な

ど
、
生
物
学
的
・
生
理
学
的
な
検
査
と
バ
イ
オ
マ
ー
カ
が
診
断

と
治
療
選
択
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
が
、
精
神
科
に
は

そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
複
数
の
医
師
の
診
断

が
ど
れ
程
一
致
す
る
か
を
評
価
す
る
カ
ッ
パ
係
数
は
、
認
知
症

〇
・
七
八
、
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
〇
・
六
七
等
に
比
べ

て
、
う
つ
病
で
は
と
て
も
低
い
〇
・
二
八
で
す
。
こ
れ
は
精
神

科
医
の
診
断
一
致
率
で
す
が
、
日
本
で
は
う
つ
病
患
者
の
九
割

以
上
が
精
神
科
以
外
の
科
を
受
診
し
、
そ
こ
で
患
者
さ
ん
を
正

し
く
診
断
す
る
率
は
五
〇
％
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
る
患
者
さ
ん
に
も
異
な
る
生
物

学
的
、
社
会
的
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
タ
イ
プ
が
あ
り
、
タ

イ
プ
毎
に
異
な
る
種
類
の
抗
う
つ
薬
、
認
知
行
動
療
法
、
電
気

痙
攣
療
法
、
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
法
な
ど
の
治
療
効
果
が
違
う
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
タ
イ
プ
分
け
に
使
え
る
検
査
方

法
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
治
療
法
の
選
択
は
試
行
錯
誤
に
頼
る

し
か
な
く
な
り
ま
す
。

３
．
脳
科
学
に
も
と
づ
く
精
神
医
学
の
新
し
い
試
み

　
精
神
医
学
で
は
、
診
断
に
生
物
学
的
検
査
が
使
わ
れ
な
い
と

い
う
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
米
国
国
立
精
神
衛
生
研
究
所

は
二
〇
一
二
年
に
Ｒ
Ｄ
ｏ
Ｃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。

従
来
の
症
候
だ
け
に
も
と
づ
く
診
断
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に

は
、
遺
伝
子
、
脳
活
動
、
生
理
学
的
な
指
標
か
ら
精
神
疾
患
を

再
定
義
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
は

い
く
つ
か
の
目
覚
ま
し
い
研
究
成
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
の
十
年
二
期
に
わ
た
る
脳
科
学

研
究
戦
略
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
及
び
二
〇
一
八
年
か
ら
の
戦
略

的
国
際
脳
科
学
研
究
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
多
数
の
神
経
科
学

者
、
精
神
医
学
者
、
Ａ
Ｉ
技
術
者
が
協
力
し
て
、
複
数
の
精
神

疾
患
の
脳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
脳
回
路
マ
ー
カ
、
そ
し
て
革
新
的

治
療
法
な
ど
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
（
図
1
）。

４
．
脳
活
動
計
測
で
判
る
脳
の
回
路
図

　
脳
の
理
論
に
は
大
き
く
分
け
て
、
脳
を
感
覚
情
報
入
力
か
ら

運
動
司
令
出
力
へ
と
変
換
す
る
情
報
処
理
装
置
と
見
な
す
説

と
、
入
出
力
情
報
が
無
く
て
も
神
経
結
合
に
も
と
づ
い
て
状
態
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が
変
化
す
る
こ
と
が
本
質
と
考
え
る
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
説
の
二
つ

が
あ
り
ま
す
。
感
覚
刺
激
、
運
動
や
認
知
課
題
が
無
い
場
合
の

脳
の
活
動
は
、
動
物
で
は
自
発
脳
活
動
、
ヒ
ト
で
は
安
静
時
脳

活
動
と
呼
び
ま
す
。
近
年
は
、
こ
の
自
発
・
安
静
時
脳
活
動
が

エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
、
メ
ン
タ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
マ
イ
ン

ド
ワ
ン
ダ
リ
ン
グ
な
ど
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
が
判

り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
説
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
川
誠
二
博
士
は
、
脳
血
液
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
酸
化
還

元
状
態
（
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
信
号
）
が
脳
活
動
を
反
映
し
て
い
る
こ
と

に
も
と
づ
い
て
、
ヒ
ト
脳
を
傷
つ
け
ず
に
活
動
を
計
る
機
能
的

磁
気
共
鳴
画
像
（
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）
法
を
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
安
静

時
に
二
つ
の
脳
領
域
の
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
信
号
の
時
間
変
化
が
ど
れ
程

同
期
し
て
い
る
か
に
も
と
づ
い
て
、
脳
回
路
を
定
量
化
す
る
指

標
を
安
静
時
脳
機
能
結
合
と
呼
び
ま
す
。

　
ま
ず
被
験
者
に
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し

て
、
感
覚
刺
激
、
運
動
、
認
知
課
題
が
無
い
環
境
で
全
脳
の
活

動
を
数
分
間
に
わ
た
り
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
計
測
し
ま
す
。
脳
を
数
百

個
の
領
域
に
分
割
し
、
領
域
間
の
Ｂ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
信
号
の
時
間
相
関

を
全
て
計
算
し
ま
す
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
数
万
個
の
安
静
時

脳
機
能
結
合
は
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
で
決
ま
る
脳
の
設
計
図
と
言
え

ま
す
。
そ
し
て
神
経
線
維
の
走
向
で
決
ま
る
解
剖
学
的
な
領
域

間
結
合
と
七
～
八
割
一
致
し
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
か
ら
知
能
指

数
、
記
憶
力
、
年
齢
、
個
人
認
証
な
ど
が
予
測
で
き
る
上
に
、

01

fMRI 画像での
新規な診断技術 個別治療技術

創薬支援技術

ニューロフィード
バック法人工知能技術

fMRIによる脳イメージング

診断
(resting-state fMRI)

治療
(fMRI neurofeedback)

図1

診断にもとづく

精
神
疾
患
で
異
常
に
な
る
こ
と
も
判
り
ま
し
た
。

₅
．
機
械
学
習
で
解
き
明
か
す
精
神
疾
患
脳
回
路
マ
ー
カ

　
多
く
の
神
経
科
学
者
と
精
神
医
学
者
が
精
神
疾
患
は
異
常
な

脳
回
路
に
よ
る
異
常
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
そ
の
本
質
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
と
す
る
と
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
安
静
時
脳
機
能
結
合

が
バ
イ
オ
マ
ー
カ
と
し
て
役
に
立
つ
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
た
め
に
、
前
述
の
三
つ
の
脳
科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
機
械
学
習
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
構
築
、
多
施
設
デ
ー
タ
の

調
和
の
三
つ
の
課
題
を
解
決
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
精
神
疾
患
の

診
断
補
助
に
使
え
る
た
め
に
は
、
脳
回
路
マ
ー
カ
は
脳
の
ダ
イ

ナ
ミ
ク
ス
を
詳
細
に
反
映
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
脳
を
少
な
く
と
も
数
百
以
上
の
領
域
に
分
割
し
て
機
能

結
合
を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
る
と
脳
機
能
結
合
の
数

は
数
万
個
に
な
り
ま
す
。
脳
内
の
全
て
の
機
能
結
合
を
用
い

て
、
見
た
こ
と
の
無
い
デ
ー
タ
（
独
立
検
証
コ
ホ
ー
ト
）
に
対

し
て
も
、
正
し
い
判
断
（
機
械
学
習
の
汎
化
）
を
す
る
た
め
に

は
、
数
百
万
人
分
の
サ
ン
プ
ル
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
は
現
時
点
で
は
不
可
能
で
す
。
そ
こ
で
、
少
数
の
重

要
な
脳
機
能
結
合
だ
け
を
自
動
的
に
選
ぶ
ス
パ
ー
ス
機
械
学
習

（
人
工
知
能
技
術
の
一
種
）
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
患
者
さ
ん
の
脳
デ
ー
タ

を
撮
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
複
数
施
設
で
数
千
サ
ン
プ
ル
の

デ
ー
タ
を
撮
像
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
公
開
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
施
設
間
の
デ
ー
タ
の
違
い
が
大
き
な
困
難
に
な
り

ま
す
。
機
械
や
撮
像
プ
ロ
ト
コ
ル
の
違
い
が
原
因
の
施
設
間
差

を
補
正
す
る
た
め
に
、
十
名
ほ
ど
の
被
験
者
が
十
以
上
の
施
設

を
訪
問
し
て
繰
り
返
し
撮
像
す
る
、
旅
行
被
験
者
調
和
法
を
開

発
し
ま
し
た
。

　
過
去
十
年
に
こ
の
テ
ー
マ
で
世
界
中
で
数
百
本
の
論
文
が
出

版
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
れ
も
複
数
の
独
立
検
証
コ
ホ
ー
ト
に
つ

い
て
汎
化
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
で
は
、
科
学
的
に

は
再
現
性
が
無
く
、
医
学
的
に
は
信
頼
性
が
無
い
の
で
、
実
用

的
な
脳
回
路
マ
ー
カ
に
は
学
習
の
汎
化
は
絶
対
条
件
で
す
。
日

本
の
神
経
科
学
者
、
精
神
医
学
者
、
機
械
学
習
技
術
者
は
緊
密

に
共
同
し
て
、
様
々
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
、
世
界
で
初
め

て
、
複
数
の
独
立
検
証
コ
ホ
ー
ト
へ
の
汎
化
に
成
功
し
ま
し

た
。
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
、
う
つ
病
、
統
合
失
調
症
の
脳
回

路
マ
ー
カ
は
、
世
界
に
誇
れ
る
画
期
的
な
成
果
で
す
。

　
う
つ
病
の
脳
回
路
マ
ー
カ
の
カ
ッ
パ
係
数
は
精
神
科
医
の
そ

れ
を
上
回
り
ま
す
。
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
と
統
合
失
調
症
の

二
つ
の
脳
回
路
マ
ー
カ
を
開
発
し
て
解
析
す
る
と
、
影
響
さ
れ

る
脳
回
路
の
包
含
関
係
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
抗
う
つ
薬

と
し
て
最
も
広
く
使
わ
れ
て
い
る
選
択
的
セ
ロ
ト
ニ
ン
再
取
り

込
み
阻
害
剤
は
、
数
週
間
服
用
す
る
と
、
メ
ラ
ン
コ
リ
ア
う
つ

の
脳
回
路
マ
ー
カ
で
選
ば
れ
た
脳
回
路
の
多
く
は
健
常
化
し
ま
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す
が
、
重
要
な
一
本
は
か
え
っ
て
悪
化
す
る
こ
と
が
判
り
ま
し

た
。
脳
回
路
マ
ー
カ
は
、
脳
機
能
結
合
を
線
形
加
重
し
て
計
算

し
ま
す
の
で
、
重
症
度
や
治
療
効
果
を
定
量
化
で
き
ま
す
。
診

断
補
助
の
た
め
の
脳
回
路
マ
ー
カ
を
出
発
点
に
し
て
、
機
械
学

習
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
患
者
の
ク
ラ
ス
分
け
を
す
る
と
、
特
定

の
治
療
法
の
適
合
性
も
予
測
で
き
る
こ
と
も
判
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
脳
回
路
に
も
と
づ
く
患
者
の
層
別
化
マ
ー
カ
と
呼
べ
る

も
の
で
、
最
適
治
療
を
選
択
で
き
る
個
別
化
医
療
や
、
創
薬
支

援
技
術
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

₆
．
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
治
療

　
う
つ
病
の
治
療
に
は
薬
剤
、
認
知
行
動
療
法
、
電
気
痙
攣
療

法
、
経
頭
蓋
磁
気
刺
激
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
最
も
広
く
使
わ

れ
て
い
る
の
は
薬
剤
で
す
が
、
生
涯
有
効
な
の
は
患
者
の
四
割

程
度
で
す
。
薬
剤
や
電
気
痙
攣
療
法
は
脳
全
体
に
作
用
し
、
副

作
用
も
あ
り
ま
す
。
脳
回
路
マ
ー
カ
の
研
究
か
ら
、
疾
患
に
よ

っ
て
脳
の
回
路
の
ご
く
一
部
だ
け
が
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
異
常
な
回
路
だ
け
に
作
用
す
る
治

療
法
が
、
回
路
に
対
応
す
る
症
状
だ
け
を
改
善
し
、
副
作
用
が

少
な
く
望
ま
し
い
も
の
で
す
。
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
は
、
特
定
の
回
路
だ
け
に
作
用
す
る
革
新
的
な
治
療
法

で
す
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
開
発
が
始
ま
り
、
最
近
十
年
間
で
急

激
に
研
究
が
進
み
、
そ
の
治
療
作
用
が
偽
薬
効
果
で
は
無
い
こ

と
が
、
私
達
の
研
究
を
含
め
た
二
重
盲
検
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試

験
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｔ
Ｒ
で
は
、
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
多
ボ
ク
セ
ル
パ
タ
ー
ン
に
機
械
学

習
を
適
用
し
た
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
で
脳
情
報
を
解
読
し
、
そ
の

情
報
を
実
時
間
で
被
験
者
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
デ
コ
ー
デ

ィ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
法
を
開
発
し
ま
し
た
。
心

理
学
的
に
は
、
道
具
的
条
件
付
け
の
オ
ペ
ラ
ン
ト
を
神
経
情
報

に
拡
張
し
た
も
の
で
す
。
ブ
レ
イ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

の
一
手
法
で
、
患
者
さ
ん
の
強
化
学
習
能
力
と
シ
ナ
プ
ス
可
塑

性
に
も
と
づ
い
て
、
自
力
で
脳
状
態
を
変
容
さ
せ
る
パ
ラ
ダ
イ

ム
と
も
言
え
ま
す
。
特
定
の
脳
部
位
の
情
報
を
報
酬
に
も
と
づ

い
て
、
本
人
も
意
識
し
な
い
う
ち
に
望
ま
し
い
方
向
に
誘
導
し

て
、
そ
の
結
果
、
視
覚
学
習
、
色
と
方
位
の
連
合
学
習
、
顔
の

好
き
嫌
い
の
増
減
、
自
信
の
増
減
、
恐
怖
記
憶
に
よ
る
恐
怖
反

応
の
低
減
を
実
現
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
動
物
恐
怖
症
や
心
的

外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
の
治
療
に
有
効
な
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。

　
Ａ
Ｔ
Ｒ
が
開
発
し
た
も
う
一
つ
の
先
端
的
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ニ
ュ
ー

ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
機
能
結
合
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
で
す
。
こ
の
手
法
で
は
、
疾
患
の
脳
回
路
マ
ー
カ
に
も
利
用

し
た
領
域
間
の
機
能
結
合
を
一
秒
か
ら
数
十
秒
で
計
算
し
て
、

そ
れ
を
被
験
者
に
実
時
間
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
ま
す
。
三
日

間
の
ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
と
、
標
的
に
な
っ
た

脳
機
能
結
合
が
三
カ
月
程
度
変
化
し
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
結
合

を
増
減
す
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
て
異
な
る
認
知
機
能
に
異
な
る

変
化
が
生
じ
ま
す
。

　
前
述
の
脳
科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
自
閉
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
症
、
う
つ
、
統
合
失
調
症
の
脳
回
路
マ
ー
カ
で
選
ば
れ
た

異
常
な
結
合
を
標
的
に
し
て
、
そ
れ
が
定
型
発
達
も
し
く
は
健

常
方
向
に
自
発
的
に
揺
ら
い
だ
時
に
報
酬
を
与
え
る
機
能
結
合

ニ
ュ
ー
ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。
安
静
時
脳
機

能
結
合
か
ら
計
算
し
た
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
の
脳
回
路
マ
ー

カ
が
、
介
入
後
数
週
間
で
も
定
型
発
達
型
に
維
持
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
治
療
抵
抗
性
の
う
つ
患
者
に
有
効
で
し
た
。
さ

ら
に
、
う
つ
の
脳
回
路
マ
ー
カ
の
改
善
と
う
つ
症
状
の
改
善
に

有
意
な
相
関
が
あ
り
ま
し
た
。
薬
剤
で
は
治
療
す
る
の
が
難
し

い
統
合
失
調
症
の
陰
性
症
状
の
認
知
機
能
の
低
下
も
回
復
し
ま

し
た
。

₇
．
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
介
し
た
社
会
還
元

　
脳
科
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
多
く
の
研
究
者
、
医
学
者

と
の
共
同
研
究
の
お
か
げ
で
、
精
神
疾
患
の
脳
回
路
マ
ー
カ
が

開
発
さ
れ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
汎
化
す
る
患
者
の
層
別
化
マ

ー
カ
も
発
見
さ
れ
、
更
に
、
複
数
の
疾
患
で
先
端
的
な
ニ
ュ
ー

ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
治
療
が
有
効
で
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
成
果
を
発
表
し
た
お
り
に
、
複
数
の
方
か
ら
、
多
く

客観的な診断と
診断に沿ったうつ治療

DSM-５基準

医師

患者 2患者１

薬B 薬A

DSM-５基準 脳回路マーカ

医師

患者 2

認知行動療法など

患者１

薬C

医師

DSM-５基準 脳回路マーカ

患者 2

フィー
ニ
ド
ュ
バ
ー
ッ
ロ
ク治療

患者１

薬D

現状 5年後 1 0年後

うつ病です

うつ病の薬Ａ,Bを処方します

タイプＢの患者さんは、薬Ｃが有効

うつ病タイプAです

うつ病タイプBです

精神疾患タイプＡです

タイプＡの患者：薬Ｄ
タイプＢの患者：結合NF…

精神疾患タイプBです

薬E
患者 3

計測値によらない診断
限られた治療法

複数の精神疾患に
客観的な診断と治療

2

図２
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の
患
者
さ
ん
の
役
に
立
つ
た
め
に
は
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
起
業
し

て
、
診
断
補
助
脳
回
路
マ
ー
カ
、
層
別
化
マ
ー
カ
、
ニ
ュ
ー
ロ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
治
療
を
医
療
機
器
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
承
認

し
て
も
ら
い
、
保
険
診
療
を
目
指
す
べ
き
だ
と
助
言
を
受
け
ま

し
た
。
私
は
基
礎
科
学
の
研
究
者
で
、
し
か
も
浮
世
離
れ
し
た

計
算
論
的
神
経
科
学
の
専
門
で
す
か
ら
、
実
用
化
の
矢
面
に
立

つ
の
は
無
理
だ
ろ
う
と
逡
巡
し
て
い
ま
し
た
。
更
に
何
人
か
の

方
に
背
中
を
押
し
て
も
ら
っ
て
、
二
〇
一
七
年
に
株
式
会
社
Ｘ

Ｎ
ｅ
ｆ
（
エ
ッ
ク
ス
ネ
フ
）
を
立
ち
上
げ
て
前
述
の
技
術
の
社

会
還
元
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
お
陰
様
で
、
各
方
面
か
ら
手
厚

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
い
て
、
今
年
中
に
は
う
つ
病
の
診
断

補
助
に
使
え
る
脳
回
路
マ
ー
カ
の
医
療
機
器
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
の
承
認
申
請
を
す
る
予
定
で
す
。
五
年
後
に
は
、
う
つ
病
の

診
断
補
助
マ
ー
カ
が
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
し
て
、
層
別
化
マ
ー
カ
に

よ
っ
て
治
療
選
択
の
た
め
の
客
観
指
標
を
提
供
で
き
、
ニ
ュ
ー

ロ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
治
療
が
選
択
肢
の
一
つ
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
（
図
2
）。
更
に
十
年
後
に
は
、
複
数
の
精
神

疾
患
と
発
達
障
害
で
、
こ
の
よ
う
な
技
術
が
役
に
立
っ
て
い
る

こ
と
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。
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